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解説

★ （1） スチールウール（鉄）を加熱すると、空気中の酸素と結びつき酸化鉄となる。
★★★ （2） 黒色の物質は酸化鉄で非金属である。①、②は金属の性質で、④は鉄はひっつく。③が適当である。
★★★ （3） （1）を参照。
★★★ （4） 鉄や亜鉛、アルミニウムなどの金属に塩酸を加えると水素が発生する。
★★ （5） 空気中の酸素と付加する化学変化を「酸化」という。
★★★ （6） 酸化のうち熱や光を出しながら激しく進む化学変化を「燃焼」という。
★★★ （7） 化学反応式はしっかりと覚えよう！

目標時間

40分2.いろいろな化学変化（解答）

単元1 物質のすがた

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

（2）

（7）

2Mg　+　O2　→　2MgO

（4）

スチールウール

（5）

酸化

（6）

燃焼

（1）

酸化鉄 ③

（3）

酸素が付加するから。
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解説

★★★★ （1）

★★ （2） 鉄と硫黄の混合物を加熱すると「硫化鉄」ができる。

★★ （3）

★★ （4） 2種類以上の物質が結びついて、性質のちがう別の1種類の物質ができる化学変化を「化合」という。
★★★ （5） 磁石に引きつけられたのは、鉄の状態が残っているBである。

★★★ （6）

★★ （7） 化学反応式はしっかりと覚えよう！

★★★★ （8）

※別解

解説

★ （1） 石灰水に二酸化炭素を入れると白くにごる。

★★★★ （2）

★★★ （3） 酸化物から酸素がとれる化学変化を「還元」という。

★★★★ （4）

★★★★ （5） 酸化銅から酸素を取り除くために使用できる物質は、水素（エ）である。

試験管の中に入っている混合物を加熱する場合は上部（ア）を加熱しなければならない。なぜなら、
試験管に物質を入れて加熱する場合は、上部を加熱するのが安全な方法だからである。下から加熱し
ていると，そのすきまの空気が熱せられ膨張して、試験管が破裂してしまう危険性がある。

純物質で1種類の原子だけからできている物質を「単体」という。2種類以上の原子でできている物質
を「化合物」という。

加熱前の試験管Bにうすい塩酸を加えると水素が発生し、加熱後の試験管Aにうすい塩酸を加えると
硫化水素が発生する。

鉄粉7ｇと硫黄4ｇの混合物を加熱すると、鉄粉と硫黄はすべて反応することから、鉄：硫黄＝7：4の割
合で反応する。鉄10ｇでは硫黄ｘｇが反応するとすると、式は7：4＝10：Xとなり、この式を解くとX≒
5.71≒5.7となる。よって硫化鉄は15.7（10＋5.7）ｇできる。

鉄粉7ｇと硫黄4ｇの混合物を加熱すると、鉄粉と硫黄はすべて反応し、11ｇの硫化鉄ができることか
ら、鉄：硫化鉄＝7：11の割合となる。鉄10ｇのとき硫化鉄Xｇができるとすると式は7：11＝10：X、この
式を解くとX≒15.71≒15.7ｇとなる。

加熱をやめる前に石灰水を入れた試験管からガラス管を取り出すのは「逆流して試験管が割れるのを
防ぐため」である。

酸化銅と活性炭を混ぜると銅と二酸化炭素ができる。酸化銅と活性炭が過不足なく反応すると、二酸
化炭素は出ていくので、加熱後の試験管内の物質は銅だけになる。活性炭が過剰にあると、酸化銅は
すべて還元されて銅になるが、活性炭は残るのでそれらの混合物となる。

2 （1） （5）

硫化水素 水素

（7）

Fe　+　S　→　FeS

（8）

　　　　15.7　　　　　ｇ

（4）

化合 B

（6）
試験管A 試験管B

ア

（2）

硫化鉄

（3）

単体
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（5）

1・2班 4・5班

ウ イ

（4）

エ

（1）

白くにごった。

（2）

逆流して試験管が割れるのを防ぐため。

（3）

還元
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